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社社会会福福祉祉協協議議会会のの性性格格・・活活動動原原則則・・機機能能

社社会会福福祉祉協協議議会会のの性性格格
 社会福祉協議会は、①地域における住民組織と公私の社会福祉事業関係者等により

構成され、②住民主体の理念に基づき、地域の福祉課題の解決に取り組み、誰もが安

心して暮らすことのできる地域福祉の実現をめざし、③住民の福祉活動の組織化、社

会福祉を目的とする事業の連絡調整および事業の企画・実施などを行う、④市区町村、

都道府県・指定都市、全国を結ぶ公共性と自主性を有する民間組織である。 

社社会会福福祉祉協協議議会会のの活活動動原原則則
社会福祉協議会は、次の原則をふまえ、各地域の特性を生かした活動をすすめる。 
（１）住民ニーズ基本の原則

広く住民の生活実態・福祉課題等の把握に努め、そのニーズに立脚した活動

をすすめる。

（２）住民活動主体の原則

住民の地域福祉への関心を高め、その自主的な取り組みを基礎とした活動を

すすめる。

（３）民間性の原則

民間組織としての特性を生かし、住民ニーズ、地域の福祉課題に対応して、

開拓性・即応性・柔軟性を発揮した活動をすすめる。

（４）公私協働の原則

公私の社会福祉および保健・医療、教育、労働等の関係機関・団体、住民等

の協働と役割分担により、計画的かつ総合的に活動をすすめる。

（５）専門性の原則

地域福祉の推進組織として、組織化、調査、計画等に関する専門性を発揮し

た活動をすすめる。

社社会会福福祉祉協協議議会会のの機機能能
社会福祉協議会は、地域福祉推進の中核組織として、次の機能を発揮する。 
（１）住民ニーズ・福祉課題の明確化および住民活動の推進機能

（２）公私社会福祉事業等の組織化・連絡調整機能

（３）福祉活動・事業の企画および実施機能

（４）調査研究・開発機能

（５）計画策定、提言・改善運動機能

（６）広報・啓発機能

（７）福祉活動・事業の支援機能
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基基本本理理念念  

「人と暮らしに““よよりりそそうう””地
ま

域
ち

づくり」 

小小野野市市社社協協とと地地域域住住民民がが共共にに目目指指すすキキーーワワーードドとと““ああいいここととばば””
  第９期小野市社協地域福祉推進計画は近年の社会情勢を踏まえ、これまで以上に地

域住民、福祉団体と共に地域づくりを進めていく必要があります。そのため、４つの

キーワードと、小野市社協と地域住民が共に目指す６つの“あいことば”を設定しま

した。また、基本理念である、「人と暮らしに“よりそう”地域(まち)づくり」のた

めに１４の項目に取り組み、項目に沿った社協活動・事業を展開してまいります。 

キーワード あいことば 取り組むこと 

つ
づ
け
る

“ふだんのくらしのしあわせ”の 

心を持ち続けよう 

① いつまでも自分らしく暮らすために生活を支援します

② これからも笑顔のために交流する場を開催・支援します

③ 地域活動を支援し続けるために自主財源を確保します

つ
な
ぐ 

お互いを理解し認め合える 

仲間を増やそう 
① 新しい出会いのために交流するきっかけをつくります

② みんなの困ったに応えるために相談窓口を強化します

③ 複雑な問題を解決するために多職種間で連携します困ったときは専門職を頼ろう 

つ
く
る 

“あったらいいな”を 

やってみよう 

① もっと地域を知るために話し合いの場を開催します

② 新たな発見のために誰でも参加できるイベントを開催します

③ 困った人を助けるために社会資源の把握・開発をします

④ 認知症の人が安心して暮らし続けるために家族も一緒に支援します

つ
た
え
る 

楽しさを 

多くの人に伝えよう 

① 必要な情報を必要な人に届けるために積極的に発信します

② いつまでも活躍するために介護予防活動の普及・啓発をします

③ “ありがとう”のために住民間の支え合い活動を支援します

④ 楽しく活動をしてもらうためにボランティアセンターを運営します地域で活躍する人を増やそう 

事事業業方方針針  
  小野市社会福祉協議会では、令和６年度から令和１０年度までの５カ年計画である

「第９期小野市社会福祉協議会地域福祉推進計画」を策定しました。 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、地域での交流が戻りつつあると思われ

ましたが、希薄化したつながりは依然として変わっていないのが現状です。人と人、

人と資源が世代や分野を超えてつながることが、住民一人ひとりの安心した暮らしに

必要だと考えます。 

令和７年度は、第９期地域福祉推進計画の２年目を迎えます。「人と暮らしに“よ

りそう”地域（まち）づくり」の基本理念のもと、地域のつながりに重点をおいたま

ちづくりの構築を目指し、さまざまな団体と協働し、社協活動を展開してまいります。 

− 2−



  

令令和和７７年年度度  事事業業計計画画

法法人人のの組組織織整整備備とと運運営営強強化化  

地域福祉を推進する使命を持つ法人として社会的責任を果たし安定した運営を行
います。財務面においては前年度の収入実績を維持しつつ、経費の抑制に努めるなど、
将来に向けた財務基盤の強化に取り組みます。 
 事業が安定的に継続できるよう、職員の職場環境の整備と人材確保と業務の効率化
を図ります。 

理理事事会会・・評評議議員員会会・・監監査査機機能能のの充充実実  

計画的に開催し、法人運営の適正化に努めます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・理事会の開催、評議員会、評議員選任・解任委員会の開催
・監事監査の実施
・役員・評議員の改選

危危機機管管理理ママニニュュアアルルのの見見直直しし  

業務継続計画（ＢＣＰ）の策定が法令で義務付けられたことに伴い、事業ごとに整備し
たマニュアルを必要に応じ見直します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・感染症の予防・まん延防止のための対策を検討する委員会の開催
・業務継続計画（ＢＣＰ）の見直し

職職場場環環境境のの整整備備  

人材定着・確保に向け各種制度改正への対応のほか、よりよい職場環境をめざした改善
を図ります。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・給与関係規程の見直し
・健康診断・ストレスチェックの継続実施
・産業医と連携した職員の相談窓口の強化

社社協協会会員員加加入入促促進進、、募募金金・・善善意意銀銀行行のの啓啓発発  

会員加入や募金などについて、地域貢献や地域課題解決に向けた活動への理解と協力が
得られるよう事業を実施し、啓発を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・会費、募金について福祉推進委員会、民生児童委員協議会へ説明と啓発
・住民への広報活動について、共感や理解が得られるような説明資料の作成や
広報内容の工夫 

基基本本理理念念  

「人と暮らしに““よよりりそそうう””地
ま

域
ち

づくり」 

小小野野市市社社協協とと地地域域住住民民がが共共にに目目指指すすキキーーワワーードドとと““ああいいここととばば””
  第９期小野市社協地域福祉推進計画は近年の社会情勢を踏まえ、これまで以上に地

域住民、福祉団体と共に地域づくりを進めていく必要があります。そのため、４つの

キーワードと、小野市社協と地域住民が共に目指す６つの“あいことば”を設定しま

した。また、基本理念である、「人と暮らしに“よりそう”地域(まち)づくり」のた

めに１４の項目に取り組み、項目に沿った社協活動・事業を展開してまいります。 

キーワード あいことば 取り組むこと 

つ
づ
け
る

“ふだんのくらしのしあわせ”の 

心を持ち続けよう 

① いつまでも自分らしく暮らすために生活を支援します

② これからも笑顔のために交流する場を開催・支援します

③ 地域活動を支援し続けるために自主財源を確保します

つ
な
ぐ 

お互いを理解し認め合える 

仲間を増やそう 
① 新しい出会いのために交流するきっかけをつくります

② みんなの困ったに応えるために相談窓口を強化します

③ 複雑な問題を解決するために多職種間で連携します困ったときは専門職を頼ろう 

つ
く
る 

“あったらいいな”を 

やってみよう 

① もっと地域を知るために話し合いの場を開催します

② 新たな発見のために誰でも参加できるイベントを開催します

③ 困った人を助けるために社会資源の把握・開発をします

④ 認知症の人が安心して暮らし続けるために家族も一緒に支援します

つ
た
え
る 

楽しさを 

多くの人に伝えよう 

① 必要な情報を必要な人に届けるために積極的に発信します

② いつまでも活躍するために介護予防活動の普及・啓発をします

③ “ありがとう”のために住民間の支え合い活動を支援します

④ 楽しく活動をしてもらうためにボランティアセンターを運営します地域で活躍する人を増やそう 

事事業業方方針針  
  小野市社会福祉協議会では、令和６年度から令和１０年度までの５カ年計画である

「第９期小野市社会福祉協議会地域福祉推進計画」を策定しました。 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、地域での交流が戻りつつあると思われ

ましたが、希薄化したつながりは依然として変わっていないのが現状です。人と人、

人と資源が世代や分野を超えてつながることが、住民一人ひとりの安心した暮らしに

必要だと考えます。 

令和７年度は、第９期地域福祉推進計画の２年目を迎えます。「人と暮らしに“よ

りそう”地域（まち）づくり」の基本理念のもと、地域のつながりに重点をおいたま

ちづくりの構築を目指し、さまざまな団体と協働し、社協活動を展開してまいります。 
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人人材材確確保保・・育育成成・・管管理理  

本本年年度度  
のの取取組組 

・人材定着・育成に向けた取り組み
各種研修会やセミナーへの参加支援

・全体研修の実施（交通安全研修、人権研修 ほか）

講講習習会会ななどどへへのの職職員員のの派派遣遣  

本本年年度度  
のの取取組組 

・各地域や市民活動団体・関係機関への福祉の勉強会や講習会などに対し専門
性を有する職員を派遣 
・社協事業、取り組みなどについて説明する職員の派遣

社社協協広広報報紙紙「「ふふれれああいい」」のの発発行行及及びび社社協協ＨＨＰＰのの更更新新  

地域福祉の推進が住民によくわかるように掲載します。 
ホームページには、地域住民にとって役立つ情報や、善意銀行の預託、義援金の受付な

ど、地域住民が行った地域貢献活動のようすなどの情報をタイムリーに発信します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・各事業計画の内容に沿った広報を実施
・年５回発行（５月・７月・１０月・１月・３月）

ああいいここととばば  ““ふふだだんんののくくららししののししああわわせせ””のの心心をを持持ちち続続けけよようう  
①① いいつつままででもも自自分分ららししくく暮暮ららすすたためめにに生生活活をを支支援援ししまますす

給給食食ササーービビスス事事業業のの実実施施      地域福祉  

小野市に在住する７５歳以上の高齢者、障がい者などで見守りが必要な方に対し、栄養
士の指導のもとボランティアにより調理された給食をボランティアにより配送し、高齢者
への安否確認、健康増進を図ります。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・年８３回実施（火曜日・金曜日）
・各関係機関やボランティアと連携し、利用者への見守りを強化
・当事業の周知・啓発を行い、ボランティアを発掘

移移送送ササーービビスス事事業業のの実実施施  地域福祉  

車いすを使用する高齢者及び障がい者（児）で、心身の状態により他の交通機関の利用
が困難な方を対象に、２台の福祉車両を活用し、北播地区の医療機関へ送迎します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・運転ボランティアの体調チェックなど、安全管理の徹底
・運転ボランティアの養成と活動支援
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在在宅宅福福祉祉機機器器（（車車いいすす））貸貸出出事事業業のの実実施施  地域福祉  

車いすが必要な方の在宅生活を快適にするとともに、介助者の負担を軽減するため車い
すの貸し出しを行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・当事業の周知に努め、外出機会の創出に寄与する
・貸出機器の管理体制を整え、衛生面の保持と安全性の確保

訪訪問問理理美美容容ササーービビスス事事業業のの実実施施     地域福祉  

寝たきりなどで外出が困難な方の療養生活を快適にするために、自宅へ理美容師を派遣
し、理美容サービス（カットのみ）を提供します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・当事業の周知に努め、在宅福祉の向上に寄与する
・理美容師と連携し、安全なサービスの提供

ガガイイドドヘヘルルププボボラランンテティィアア事事業業のの実実施施  地域福祉  

視覚障がいのある方が安心して社会参加できるよう、ガイドヘルプボランティアを派遣
します。また、ガイドヘルパー同士の交流の場として連絡会、新たなガイドヘルパーを養
成するための講座を開催します。 

日日常常生生活活自自立立支支援援事事業業（（福福祉祉ササーービビスス利利用用援援助助事事業業））のの実実施施 地域福祉  

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの判断能力に不安のある方が地域で安
心して生活が送れるよう、福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理支援、通帳・印鑑預
かりなどの支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・社協として相談受付、契約締結業務
・関係機関への事業啓発、連携
・生活支援員の体制整備と連携強化

居居宅宅介介護護支支援援事事業業のの実実施施  介護ｻｰﾋﾞｽ  

介護を必要とされる方が、自宅で適切にサービスを利用できるように、ケアマネジャー
（介護支援専門員）が心身の状況や生活環境、本人・家族の希望に沿って、ケアプラン（居
宅サービス計画）を作成し、サービスを提供する事業所などと連絡・調整を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護認定の申請手続きや更新手続きの申請代行
・居宅サービス計画の作成およびサービス提供の支援
・介護保険施設への入所を希望された場合、介護保険施設の紹介その他の支援
・介護サービスに関する利用者からの相談や疑問の受付と対応

  

人人材材確確保保・・育育成成・・管管理理  

本本年年度度  
のの取取組組 

・人材定着・育成に向けた取り組み
各種研修会やセミナーへの参加支援

・全体研修の実施（交通安全研修、人権研修 ほか）

講講習習会会ななどどへへのの職職員員のの派派遣遣  

本本年年度度  
のの取取組組 

・各地域や市民活動団体・関係機関への福祉の勉強会や講習会などに対し専門
性を有する職員を派遣 
・社協事業、取り組みなどについて説明する職員の派遣

社社協協広広報報紙紙「「ふふれれああいい」」のの発発行行及及びび社社協協ＨＨＰＰのの更更新新  

地域福祉の推進が住民によくわかるように掲載します。 
ホームページには、地域住民にとって役立つ情報や、善意銀行の預託、義援金の受付な

ど、地域住民が行った地域貢献活動のようすなどの情報をタイムリーに発信します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・各事業計画の内容に沿った広報を実施
・年５回発行（５月・７月・１０月・１月・３月）

ああいいここととばば  ““ふふだだんんののくくららししののししああわわせせ””のの心心をを持持ちち続続けけよようう  
①① いいつつままででもも自自分分ららししくく暮暮ららすすたためめにに生生活活をを支支援援ししまますす

給給食食ササーービビスス事事業業のの実実施施      地域福祉  

小野市に在住する７５歳以上の高齢者、障がい者などで見守りが必要な方に対し、栄養
士の指導のもとボランティアにより調理された給食をボランティアにより配送し、高齢者
への安否確認、健康増進を図ります。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・年８３回実施（火曜日・金曜日）
・各関係機関やボランティアと連携し、利用者への見守りを強化
・当事業の周知・啓発を行い、ボランティアを発掘

移移送送ササーービビスス事事業業のの実実施施  地域福祉  

車いすを使用する高齢者及び障がい者（児）で、心身の状態により他の交通機関の利用
が困難な方を対象に、２台の福祉車両を活用し、北播地区の医療機関へ送迎します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・運転ボランティアの体調チェックなど、安全管理の徹底
・運転ボランティアの養成と活動支援
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訪訪問問介介護護（（障障ががいい福福祉祉ササーービビスス））事事業業のの実実施施  介護ｻｰﾋﾞｽ  

訪問介護事業を次の区分で、利用者ニーズに基づいた質の高い安定したサービスを提供
します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護保険法に基づく訪問介護
・小野市介護予防・日常生活支援総合事業に基づく訪問型サービス
・小野市養育支援訪問事業
・有償在宅福祉サービス

障害者総合支援法に基づく訪問介護事業を提供し、障がいのある方に安心して在宅生活
を送っていただけるよう、関係機関と利用者の情報を共有し、ニーズに合った質の高い安
定したサービスを実施します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・居宅介護、重度訪問介護、同行援護のサービス

訪訪問問看看護護事事業業のの実実施施  介護ｻｰﾋﾞｽ  

医療的なケアが必要になっても住み慣れた地域や自宅で生活する本人や家族を支援する
ため、主治医の指示のもと、在宅での看護やリハビリテーションを実施します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護保険法に基づく訪問看護
・医療保険法に基づく訪問看護

指指定定介介護護予予防防事事業業      地域包括  

利用者が可能な限り、その居宅において自立した日常生活を継続することを実現するた
めに、要介護状態へ移行することを予防する観点から介護予防支援・介護予防ケアマネジ
メントを行います。

本本年年度度  
のの取取組組 

・自立支援に向けたケアプラン作成
・委託事業所との契約事務とケアマネジメントの管理

認認知知症症にに関関すするる業業務務      地域包括  

認知症の人ができるだけ住み慣れた地域、環境の中で暮らし続けることができるよう、
地域の実情に応じて支援者の育成、認知症の人やその家族を支援します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・認知症に関する普及啓発
・チームオレンジの運営
・高齢者外出見守り模擬訓練の実施
・認知症（絆）カフェ支援
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②② ここれれかかららもも笑笑顔顔ののたためめにに交交流流すするる場場をを開開催催・・支支援援ししまますす

当当事事者者団団体体ななどどのの支支援援  地域福祉  

遺族会、障害者福祉協会、視覚障害者協会、ひまわり会、くすの木会など、当事者団体
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また、介護をされている方のリフレッシュを目的に、介護者家族が集える場（ほのぼの
交流会）の開催と支援を行います。 

高高齢齢者者のの集集いいのの場場のの支支援援      地域福祉  

家に閉じこもりがちになっている地域の高齢者などを対象に、身近な場所である公民館
などで、世話人により、茶話会やレクリエーションをとおして交流を行う場づくりの支援
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のの取取組組 

・活動の相談支援
・活動展開に必要な情報提供支援（世話人連絡会の実施）
・備品の貸し出し
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ヤ気分の解消を図るための集いの場である赤ちゃんサロンを実施します。

就園前の子どもと保護者が主体的にサロンを開催し、自由遊び、季節の行事、工作など
子ども同士がふれあいながら成長できる交流の場である子育てサロンを支援します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・子育てサロンの開設、運営に関する助成
・子育てサロンの活動の相談支援
・赤ちゃんサロンの実施

地地域域歳歳末末たたすすけけああいい配配分分事事業業のの実実施施 地域福祉  

地域歳末たすけあい募金の配分を見直し、目的に応じた配分を実施します。 

配配分分すす  
るる事事業業 
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地地域域介介護護予予防防活活動動支支援援事事業業  地域包括  

誰でも参加することのできる、住民主体の通いの場等の活動を地域の実情に応じて効果
的かつ効率的に支援します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・社会参加活動（いきいき 100 歳体操、脳いきいき麻雀くらぶ、介護予防サポ
ーター等）の情報発信 
・社会参加や活動の場への参加支援

③③ 地地域域活活動動をを支支援援しし続続けけるるたためめにに自自主主財財源源をを確確保保ししまますす

社社協協会会費費のの加加入入促促進進  地域福祉  
社協活動や会員制度の趣旨、会費の使途などについて周知し、社協会費の加入促進を行

います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・福祉推進委員会、民生児童委員協議会への社協会費の説明と啓発
・住民への広報活動について、共感や理解が得られるように説明資料や広報内
容の工夫 

善善意意募募金金のの実実施施  地域福祉  

兵庫県並びに兵庫県社協が定めた 6 月 1 日の「善意の日」にあわせ、６月に実施します。
人々の善意と誠実を結びつけることによって、社会福祉を増進し明るく豊かな社会づくり
を進めます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・福祉推進委員会での募金の説明と啓発
・住民への広報活動について、共感や理解が得られるような広報内容の工夫

善善意意銀銀行行のの運運営営  地域福祉  

地域住民の善意による預託を受け、これを地域社会へ効果的に還元し、社会福祉の増進
に寄与します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・住民への広報活動について、共感や理解が得られるような広報内容の工夫
・多額の浄財をいただいた個人、団体に感謝状などの授与
・火事見舞金
・中学卒業交通遺児へ激励金の贈呈
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ああいいここととばば  おお互互いいをを理理解解しし認認めめ合合ええるる仲仲間間をを増増ややそそうう  
ああいいここととばば  困困っったたととききはは専専門門職職をを頼頼ろろうう  
①① 新新ししいい出出会会いいののたためめにに交交流流すするるききっっかかけけををつつくくりりまますす

町町福福祉祉活活動動及及びび地地区区福福祉祉活活動動へへのの支支援援      地域福祉  
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とする町、地区単位の活動を推進します。また、地域のつながりを絶やさないよう住民主
体の地域づくりの情報提供・支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・町三世代交流事業助成金
・グラウンドゴルフ用具、囲碁ボール用具購入補助

ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者誕誕生生月月花花ののププレレゼゼンントト運運動動のの実実施施     地域福祉  

７５歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、誕生月に花を届け祝うとともに、地域の世
代間交流を深めることを目的に、子ども会役員と各町民生児童委員と協力して実施します。 

福福祉祉備備品品のの貸貸しし出出しし  地域福祉  

地域住民の交流を目的として「ポップコーン機」「綿菓子機」などを有料で貸し出します。 

ママイイククロロババススのの運運営営・・活活用用  地域福祉  

高齢者サロン、福祉団体、ボランティア団体、学校など社協及び市が主催・共催する事
業などに対し、マイクロバスを無料で貸し出します。また、バスの安全面・管理体制を整
え、利用者の安全性の向上を図ります。 

②② みみんんななのの困困っったたにに応応ええるるたためめにに相相談談窓窓口口をを強強化化ししまますす

民民生生児児童童委委員員協協議議会会ととのの連連携携とと協協働働 地域福祉  

住民のさまざまな不安や悩みに対応するため、民生児童委員及び主任児童委員と連携し、
「心配ごと相談」を実施します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・毎週火曜日、コミュニティセンターおの１０６号室で実施
・市や各関係機関などと適切に連携し、課題の共有化を図る
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福福祉祉推推進進委委員員等等にによよるる福福祉祉ニニーーズズ情情報報キキャャッッチチシシスステテムムのの推推進進 地域福祉  

日常生活を送る上で、なんらかの手助けを必要とする人のニーズや情報を町内で把握す
る組織（福祉推進委員長、福祉推進委員、ボランティア協力員など）の設置を推進します。 

総総合合相相談談業業務務     地域包括  

高齢者に関する介護や健康・福祉・医療など生活全般の悩みや相談を専門職（保健師・
看護師・社会福祉士・主任介護支援専門員等）が初期対応します。また、属性や世代を問
わない相談の受け止め、適切な関係機関等へ情報共有をします。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・相談窓口の周知
・仕事と介護の両立支援
・介護に関する出前講座の実施

認認知知症症相相談談セセンンタターー業業務務  地域包括  

認知症の人やその家族からの相談を専門職（保健師・看護師・社会福祉士・主任介護支
援専門員等）が初期対応します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・相談窓口の周知
・認知症初期集中支援チームによる支援
・認知症に関する出前講座の実施

権権利利擁擁護護業業務務     地域包括  

高齢者の権利や財産、尊厳ある暮らしをまもるため、高齢者の虐待防止や消費者被害防
止の普及啓発を行います。また、相談の受付や実際に事例が生じたときには関係機関と連
携しながら対応します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・成年後見制度の利用支援
・高齢者虐待の早期発見と対応及び養護者支援
・権利擁護に関する出前講座の実施

包包括括的的・・継継続続的的ケケアアママネネジジメメンントト支支援援業業務務  地域包括  

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門員や主治医、
地域の関係機関、在宅と施設など、地域における連携・協働の体制づくりを行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・地域包括ケア連絡会や研修会の実施
・介護支援専門員に対する支援・指導
・介護予防・自立支援に関する意識の共有を図るための出前講座の実施
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家家族族介介護護者者支支援援      地域包括  

要介護高齢者を現に介護している家族等を支援するために、介護に関する知識や技術の
提供を行い、安心感を持って介護ができるよう支援をします。また、家族介護者に寄り添
い、必要に応じて相談に応じ、助言を行います。 

③③ 複複雑雑なな問問題題をを解解決決すするるたためめにに多多職職種種間間でで連連携携ししまますす

社社会会福福祉祉法法人人連連絡絡協協議議会会へへのの参参画画とと支支援援  地域福祉  
市内の社会福祉法人が集まり、高齢、障がい、児童の種別を超え、社会福祉法人の専門

性や機能を生かした取り組みの情報共有、連携を図り、地域公益活動の推進に取り組みま
す。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・シニアふれあいの集いへの参画
・住民の支え合い活動への参加
・社会福祉法人同士の情報共有のためのネットワークづくり

生生活活福福祉祉資資金金貸貸付付事事業業のの実実施施  地域福祉  

低所得などで他からの資金利用が困難な世帯などに対して、経済的自立支援を図るため、
兵庫県社会福祉協議会が運営する資金貸付事業の相談や申請受付などを行います。 

「福祉資金」「教育支援資金」については、民生児童委員と連携して申し込みから償還ま
での相談支援を行います。 

「総合支援資金」については、生活困窮者自立支援制度の「自立相談支援事業」と連携
し、相談対応を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・貸付に関する相談、申請受付
・民生児童委員、関係機関への事業啓発及び相談対応
・借受人などに対する相談支援

地地域域ケケアア会会議議推推進進業業務務  地域包括  

困難事例や地域住民、関係機関による支援要請事例等について、多職種による検討を行
い、支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・地域ケア個別会議の開催
・地域課題の整理と地域ケア推進会議による検討

  

福福祉祉推推進進委委員員等等にによよるる福福祉祉ニニーーズズ情情報報キキャャッッチチシシスステテムムのの推推進進 地域福祉  

日常生活を送る上で、なんらかの手助けを必要とする人のニーズや情報を町内で把握す
る組織（福祉推進委員長、福祉推進委員、ボランティア協力員など）の設置を推進します。 

総総合合相相談談業業務務     地域包括  

高齢者に関する介護や健康・福祉・医療など生活全般の悩みや相談を専門職（保健師・
看護師・社会福祉士・主任介護支援専門員等）が初期対応します。また、属性や世代を問
わない相談の受け止め、適切な関係機関等へ情報共有をします。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・相談窓口の周知
・仕事と介護の両立支援
・介護に関する出前講座の実施

認認知知症症相相談談セセンンタターー業業務務  地域包括  

認知症の人やその家族からの相談を専門職（保健師・看護師・社会福祉士・主任介護支
援専門員等）が初期対応します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・相談窓口の周知
・認知症初期集中支援チームによる支援
・認知症に関する出前講座の実施

権権利利擁擁護護業業務務     地域包括  

高齢者の権利や財産、尊厳ある暮らしをまもるため、高齢者の虐待防止や消費者被害防
止の普及啓発を行います。また、相談の受付や実際に事例が生じたときには関係機関と連
携しながら対応します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・成年後見制度の利用支援
・高齢者虐待の早期発見と対応及び養護者支援
・権利擁護に関する出前講座の実施

包包括括的的・・継継続続的的ケケアアママネネジジメメンントト支支援援業業務務  地域包括  

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門員や主治医、
地域の関係機関、在宅と施設など、地域における連携・協働の体制づくりを行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・地域包括ケア連絡会や研修会の実施
・介護支援専門員に対する支援・指導
・介護予防・自立支援に関する意識の共有を図るための出前講座の実施
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ああいいここととばば  ““ああっったたららいいいいなな””ををややっっててみみよようう  
①① ももっっとと地地域域をを知知るるたためめにに話話しし合合いいのの場場をを開開催催ししまますす

生生活活支支援援体体制制整整備備事事業業のの実実施施      地域福祉  

住民の暮らし・生活のしづらさや課題を地域で共有し、支えあう体制づくりについて話
し合う場として、生活支援体制整備推進協議会（よりそい協議会）を開催し、話し合いを
支援します。 

また、ニーズとサービスのコーディネート機能を担い、サービスを提供する事業主体と
連携して支援体制の充実・強化を図ります。 

協議会構成員：区長・自治会長、民生児童委員、福祉推進委員長など 

本本年年度度  
のの取取組組 

・市内７地区よりそい協議会の開催
・把握した課題をもとに、解決策の検討を住民と共に行い、地域活動と地域ニ
ーズのマッチングを図る 
・各地域にある“つどいの場”の把握

②② 新新たたなな発発見見ののたためめにに誰誰ででもも参参加加ででききるるイイベベンントトをを開開催催ししまますす

「「健健康康・・福福祉祉フフェェアア」」のの開開催催  地域福祉  

市民が気軽に参加できるフェアを開催し、ボランティア活動者・地域活動者を増加させ
ることにより地域の社会資源の創出につなげます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・福祉の各分野の関係機関、各団体との連携・協働
・ボランティア活動者、地域活動者の発掘
・当フェアの周知

地地域域介介護護予予防防活活動動支支援援事事業業  地域包括  

地域づくりの推進や介護予防活動への参加促進を図ります。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護予防イベントの実施
・介護予防サポーターの育成及び支援
・いきいき 100 歳体操の新規立上げ支援
・いきいき 100 歳体操参加者の継続支援と新規参加者の獲得
・いきいき 100 歳体操等における介護予防活動の活性化
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③③ 困困っったた人人をを助助けけるるたためめにに社社会会資資源源のの把把握握・・開開発発ををししまますす

住住民民のの支支ええ合合いい活活動動のの支支援援  地域福祉  

よりそい協議会での話し合いをきっかけにはじまった、地域特性に合う住民主体の支え
合い活動を支援します。また、活動の中で把握した課題をもとに、解決策の検討を共に行
い、情報提供などの活動支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・小野西地区「地域内で声をかけ合ってみよう！」
・河合地区「かわい楽らく買いもんカー」第３水曜日実施
・来住地区「きすみのショッピングツアー」第３月曜日実施
・市場地区「ぐるっといちば買援隊」

コープの移動販売をサポートするボランティアの支援
・下東条地区「お弁当配達サービス」第３木曜日実施

フフーードドドドラライイブブ事事業業のの実実施施      地域福祉  

生活に困っている人への支援と食品ロス削減を目的として、企業、地域住民などから集
めた食品を、生活に困っている人にお渡しする、フードドライブ事業を実施します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・フードドライブの実施（年１～２回）
・「ファミマフードドライブ」との連携（市内４店舗） 
・「コープシェアミーティング」への参加 

④④ 認認知知症症のの人人がが安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるたためめにに家家族族もも一一緒緒にに支支援援ししまますす

認認知知症症のの人人とと家家族族へへのの一一体体的的支支援援     地域包括  

認知症の人ができる限り住み慣れた地域、環境の中で暮らし続けることができるよう、
認知症の人やその家族を支援し、普及啓発に努めます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・認知症の人同士が家族とともに集い、活動ができる場の提供
・認知症の人の社会参加支援
・チームオレンジおのや医療機関、関係機関等と連携・連動し支援

  

ああいいここととばば  ““ああっったたららいいいいなな””ををややっっててみみよようう  
①① ももっっとと地地域域をを知知るるたためめにに話話しし合合いいのの場場をを開開催催ししまますす

生生活活支支援援体体制制整整備備事事業業のの実実施施      地域福祉  

住民の暮らし・生活のしづらさや課題を地域で共有し、支えあう体制づくりについて話
し合う場として、生活支援体制整備推進協議会（よりそい協議会）を開催し、話し合いを
支援します。 

また、ニーズとサービスのコーディネート機能を担い、サービスを提供する事業主体と
連携して支援体制の充実・強化を図ります。 

協議会構成員：区長・自治会長、民生児童委員、福祉推進委員長など 

本本年年度度  
のの取取組組 

・市内７地区よりそい協議会の開催
・把握した課題をもとに、解決策の検討を住民と共に行い、地域活動と地域ニ
ーズのマッチングを図る 
・各地域にある“つどいの場”の把握

②② 新新たたなな発発見見ののたためめにに誰誰ででもも参参加加ででききるるイイベベンントトをを開開催催ししまますす

「「健健康康・・福福祉祉フフェェアア」」のの開開催催  地域福祉  

市民が気軽に参加できるフェアを開催し、ボランティア活動者・地域活動者を増加させ
ることにより地域の社会資源の創出につなげます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・福祉の各分野の関係機関、各団体との連携・協働
・ボランティア活動者、地域活動者の発掘
・当フェアの周知

地地域域介介護護予予防防活活動動支支援援事事業業  地域包括  

地域づくりの推進や介護予防活動への参加促進を図ります。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護予防イベントの実施
・介護予防サポーターの育成及び支援
・いきいき 100 歳体操の新規立上げ支援
・いきいき 100 歳体操参加者の継続支援と新規参加者の獲得
・いきいき 100 歳体操等における介護予防活動の活性化
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ああいいここととばば  楽楽ししささをを多多くくのの人人にに伝伝ええよようう  
ああいいここととばば  地地域域でで活活躍躍すするる人人をを増増ややそそうう  
①① 必必要要なな情情報報をを必必要要なな人人にに届届けけるるたためめにに積積極極的的にに発発信信ししまますす

福福祉祉活活動動・・福福祉祉学学習習のの推推進進  地域福祉  

福祉推進委員長など、地域のつながりづくりの中心となる人に必要な情報を発信します。
また、福祉学習協力校と連携し、児童や生徒が「“ふくし”とはなにか」を考え、ふくしの
心を育めるよう支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・社協事業説明会の実施
・各地区、各町の福祉座談会の開催支援
・福祉学習推進事業の実施

声声のの広広報報及及びび点点訳訳事事業業のの実実施施  地域福祉  

視覚障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、「広報おの」及び「小野市議会だより」
などを、定期的に音訳、点訳し情報提供を行います。 

②② いいつつままででもも活活躍躍すするるたためめにに介介護護予予防防活活動動のの普普及及・・啓啓発発ををししまますす

介介護護予予防防普普及及啓啓発発事事業業  地域包括  

介護予防への取り組みを高齢者本人のみならず家族や現役世代の方も行えるよう、関係
者と連携します。また、地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防普及・啓発活動
を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護予防イベントを開催
・いきいき 100 歳体操の会場にて、運動、栄養、口腔等に係る予防教室の開催
・地域包括支援センターだよりの発行
・介護予防に関する出前講座の実施
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③③ ““あありりががととうう””ののたためめにに住住民民間間のの支支ええ合合いい活活動動をを支支援援ししまますす

育育児児フファァミミリリーーササポポーートトセセンンタターー事事業業のの実実施施  地域福祉  

地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、育児について助けあ
う会員組織を運営します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・協力会員養成講座、全会員を対象とした学びの場「救急救命講習会」の開催
・会員同士をつなぐ場「ファミサポ交流会」の開催
・連絡調整会議「サブリーダー会議」の開催
・ファミサポ通信の発行

介介護護フファァミミリリーーササポポーートトセセンンタターー事事業業のの実実施施      地域福祉  

地域において援助活動を依頼したい人（高齢者など）と援助活動を希望する人が互いに
会員となって、高齢者などの生活について助けあう互助活動を展開します。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・協力会員養成講座の開催
・協力会員のための「研修会・連絡会」の開催

移移動動支支援援型型訪訪問問ササーービビスス「「おおののりりんんカカーー」」のの実実施施  地域福祉  

運転ボランティアがマイカーで高齢者などの通院送迎のお手伝いをする移動支援型訪問
サービス「おのりんカー」を実施します。

本本年年度度  
のの取取組組 

・運転ボランティアの体調チェックなど、安全管理の徹底
・運転ボランティアの養成と活動支援

④④ 楽楽ししくく活活動動ををししててももららううたためめににボボラランンテティィアアセセンンタターーをを運運営営ししまますす

ボボラランンテティィアアココーーデディィネネーートトのの実実施施 地域福祉  

ボランティア活動希望者をボランティア登録し、関連のボランティアや市民活動団体と
の連携・協働を図り、活動先の紹介を行います。また、登録者に対し、ボランティア災害
共済の加入を促進し、安心して活動ができるように支援します。 

  

ああいいここととばば  楽楽ししささをを多多くくのの人人にに伝伝ええよようう  
ああいいここととばば  地地域域でで活活躍躍すするる人人をを増増ややそそうう  
①① 必必要要なな情情報報をを必必要要なな人人にに届届けけるるたためめにに積積極極的的にに発発信信ししまますす

福福祉祉活活動動・・福福祉祉学学習習のの推推進進  地域福祉  

福祉推進委員長など、地域のつながりづくりの中心となる人に必要な情報を発信します。
また、福祉学習協力校と連携し、児童や生徒が「“ふくし”とはなにか」を考え、ふくしの
心を育めるよう支援を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・社協事業説明会の実施
・各地区、各町の福祉座談会の開催支援
・福祉学習推進事業の実施

声声のの広広報報及及びび点点訳訳事事業業のの実実施施  地域福祉  

視覚障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、「広報おの」及び「小野市議会だより」
などを、定期的に音訳、点訳し情報提供を行います。 

②② いいつつままででもも活活躍躍すするるたためめにに介介護護予予防防活活動動のの普普及及・・啓啓発発ををししまますす

介介護護予予防防普普及及啓啓発発事事業業  地域包括  

介護予防への取り組みを高齢者本人のみならず家族や現役世代の方も行えるよう、関係
者と連携します。また、地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防普及・啓発活動
を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・介護予防イベントを開催
・いきいき 100 歳体操の会場にて、運動、栄養、口腔等に係る予防教室の開催
・地域包括支援センターだよりの発行
・介護予防に関する出前講座の実施
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ボボラランンテティィアア及及びびボボラランンテティィアアググルルーーププ連連絡絡会会のの支支援援 地域福祉  

ボランティア連絡会への助成、各ボランティアグループの活動に関する情報提供などの
支援を行い、各ボランティアグループ間の交流や、ネットワークを構築します。また、住
民にボランティア活動のようすをＰＲします。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・ひょうごボランタリー基金県民ボランタリー活動助成金の受付
・ボランティア情報紙の発行

ササママーーボボラランンテティィアア体体験験事事業業のの実実施施 地域福祉  

市内中学生、高校生を対象に夏休み期間を利用してボランティア体験を実施します。若
い年代から福祉の気持ちを持ってもらえるよう、楽しさの中にも学びのある体験を実施し
ます。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・生徒が安全に体験できるような体制管理
・ボランティア受け入れ先の新規開拓

ボボラランンテティィアア入入門門講講座座のの実実施施とと支支援援     地域福祉  

ボランティア活動について学ぶ講座の開催、また、養成講座などの助成を行うなど、新
たなボランティア活動のきっかけづくりを支援します。 

災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアアセセンンタターーのの整整備備      地域福祉  

災害時のボランティア活動に関する知識や技術、災害ボランティアセンターなどの開設
に備えたボランティア支援の情報収集を行います。 

本本年年度度  
のの取取組組 

・災害時支援活動などを含む知識習得
・災害時ボランティアに関する情報の周知
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